
 （広報資料） 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 ５ 日 

京 都 市 総 合 企 画 局 

担当：市長公室秘書担当 

 電 話 ： 07 5 - 2 2 2 - 3 0 6 6 

 

令和５年度京都市自治記念式典の開催について 

 

 この度、令和５年度京都市自治記念式典を開催し、本市市政の推進に御尽力いた

だいた方々に、門川大作京都市長から表彰状を贈呈させていただきますので、下記

のとおりお知らせします。 

記 

 

１ 日時  令和５年１０月１５日（日）  

        午前１０時～午前１１時３０分 

 

２ 場所  ロームシアター京都 メインホール 

        (〒６０６－８３４２ 京都市左京区岡崎最勝寺町１３番地） 

 

３ 式次第  オープニング（いけばなと邦楽の共演）       令和４年度の様子 

   いけばな 小松流家元   中村展山氏 

   演奏   田仲太嘉子氏、藤田素子氏、三好晃子氏 

京都市歌斉唱 

京都市立芸術大学移転記念歌唱 

   開式 

国歌斉唱 

   式辞   

   来賓祝辞   

   来賓紹介 

   表彰（個人 747 名、234 団体、計 981 件）※詳細は別紙１ 

祝電披露 

   閉式 

            

 

 

 

【参考】自治記念日について 

 京都市では、明治３１年にそれまでの京都府知事直轄による市政の撤廃を実

現し、市民自らが選任した市長が同年１０月１５日に市役所を開庁。近代に

おける自治権の獲得を成し遂げました。 

 本市では、この日を「自治記念日」に位置づけ、毎年記念式典を開催。京都

に息づく自治の精神の大切さを再確認するとともに、本市市政の推進に尽力

された方々の御功績をたたえ、表彰状の贈呈を行っています。 



（別紙１） 

被表彰者 

 

１ 名誉市民表彰  １名 

  京都市民又は京都市に縁故が深い方で、公共の福祉の増進や学術技芸の進展に寄与し、広く

社会の進歩発展に貢献され、市民の尊敬の的と仰がれる方に、京都市名誉市民の称号を贈り、

表彰するものです。 

（被表彰者） 

上村淳之氏（日本画家、京都市立芸術大学名誉教授、京都市学校歴史博物館館長） 

 

２ 特別功労賞表彰  ２名 

  京都市民又は京都市に縁故が深い方で、市民の誇りとして敬愛され、地方自治の振興や地域社会の発展、

学術文化の向上に特に顕著な功績があった方の栄誉を称え、表彰するものです。 

（被表彰者） 

村田吉弘氏（菊乃井 三代目主人、特定非営利活動法人日本料理アカデミー名誉理事長、

      一般社団法人全日本・食学会理事長） 

故・中島貞夫氏（映画監督、京都国際映画祭名誉実行委員長、京都映画賞特別顧問） 

 

３ 京都の自治特別表彰  １名 

  京都市の発展に多大な尽力をされ、今日の本市の確固たる礎を築かれた方の功績を称え、表彰するもの

です。 

(被表彰者) 

近藤誠一氏（元文化庁長官、公益財団法人京都市芸術文化協会顧問） 

 

４ 有功者表彰  ６名 

  京都市政の推進、その他本市の公益の増進に顕著な功労があった方の御功績を称え、表彰するものです。 

(被表彰者・議員在職２０年) 

津田大三氏、山岸たかゆき氏、くらた共子氏、河合ようこ氏、加藤あい氏、樋󠄀口英明氏 

 

５ 篤志者表彰  ８８団体、４１名 

  京都市に多額の私財を寄付された方の篤志を称え、表彰するものです。 

 

６ 永年勤続市政協力委員特別表彰  ２０名 

  永年にわたり市政協力委員として、京都市政の円滑な推進に尽力されるとともに、京都が誇

る自治の伝統の継承、地域コミュニティの活性化、市民が主役の本市政の推進に大きく貢献さ

れた方の功績を称え、表彰するものです。 

 

７ 永年勤続市政協力委員表彰  ９６名 

  永年にわたり市政協力委員として、京都市政の円滑な推進に協力された方の功績を称え、表

彰するものです。 

  



 

８ 未来の京都まちづくり推進表彰  １０３団体、３８４名 

  「はばたけ未来へ！京プラン２０２５（京都市基本計画）」に掲げる「うるおい」、「活性化」、

「すこやか」、「まちづくり」、「改革」の分野において、“魅力あふれる未来の京都の実現”に

向け、尽力されている方の功績を称え、表彰するものです。 

 

９ 京都市市民憲章推進者表彰  ６団体、１９５名 

京都市市民憲章推進者表彰要綱に基づき、市民憲章を率先実行された方、特に市民の模範と

認められる方に対して、表彰するものです。 

 

10 京都はぐくみ憲章実践推進者表彰  ３７団体、１名 

子どもたちの今と未来のため、大人としてどう行動すべきかを示した「京都はぐくみ憲章

（子どもを共に育む京都市民憲章）」の理念のもと、「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の

推進に関する条例」に基づき、憲章の実践活動に関して他のモデルになる活動や特色ある活動

に取り組まれている団体・個人を表彰するものです。 

 

 

 


